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平成12(2000)年 度 教育学部小学校教員養成課程卒業 野 尻 郁 智(福 井大学生活協同組合専務理事)
私は様々な一般教育科 目(通称:"ぱ んきょう")の 科目
を受講 しま したが、とくに心理学に興味があったことも
あり、心理学と名のつく科目を時間の許す限りとってい
た記憶があります。小学校教員養成課程に所属 していま
したので、卒業論文については教科教育で取 り組むか、
教育学や教育心理学などで取 り組むかということにつ
いて、2年生以降に選択する場面があ りま した。やは り
その時には"ぱ んき ょう"で 培った心理学への探求心が
影響 し、教育心理学系の方向へと進みま した。そ ういう
意味では4年 間の集大成である卒業論文にも影響を与
えてくれま した。じつは"ぱ んきょう"が卒業論文や研究
に影響を与えていることってとても多いのではないか
なあと思 っています。それは"ぱ んき ょう"が 研究領域
にとらわれないフレキシブルさを持っていると思って
いるからです。そういった意味で実はとても重要な講義
なのです。ですが、大学生のころは重要だ!と は考えて
いませんで した。どちらかというと必要な単位を取得す
ること!と 重視 していたように思います。
私は好きな心理学の講義を受け、卒業論文にも活用で
きてよかったわけですが、実際に社会に出てみると、例
えば郷土歴史に関する講義なんかは地元でもコミュニ
ケーシ ョンに役立ったりして、思わぬところで役に立ち
ます。今に して思うことは、幅広い知見を持つためにも
う少 し違 った講義もとってみても良かった かな あと
思 ったりもします。
私は福井大学の教職員、学生の皆さんと接する職場に
在籍していますので、最近の学生さんを見ているととて
も講義が忙 しく大変そうに見えます。そんな学生さんは
「共通教育」を"楽"す る講義と位置付けているようにも
感 じます。「教科書が無いから楽」「この講義 レポー トだ
けだし。。。」など時々そういった声を拝見 します。それは
少 しさみ しいかなと思います。社会に出て幅広い知見を
活かしたい!と までは行かな くても、せめて興味本位で
も良いので探究心につなげて欲しいと感 じています。そ
して社会人にな ったときに視野の広い人間になってい
ただければと思います。
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